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表1　平成7年度生活保護基準改定の概要 （1級地一1〉

ケ雛50灘礁繍
（6帝4．彫厨）饗

　幾藻51次婆？
．綴，㌘蕪4月・1日）、
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購灘鱒　　購譲麗難懸勲　　　13740 工3，880
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22，160
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22，16〔）

69，450
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騰溝湿栄養費難欝灘擦灘騰 11，600 1L，69Q

、駅隣患瀞郎綴欝鞭懲一纒鵬 22，510以内 22，690以内

37，700以内

43，800以内

38，300以内

44，600以内

麟灘灘騰 　　13，000以内

年額113，000以内
　13，000以内
年額113，000以内

…灘欝 懸灘 2，040
3970

2，080
4040

171，0QO以内

ユ25，000以内

＋入院料

171，GGG以内

125，000以内

＋入院料

40，000以内

53，000以内
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55，000以内
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　　8，000
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　　10，100
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　　8，000
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　　1Q，100

　　11300
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表2　平成7年度生活扶助基準（月額）
　　標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

1（10．0

95．5

91．0

86．5

82．0

77．5

155，717円

148，710　　　　150，197

141，702　143，119
134，695　　　　136，042

127，688　　128，965

120，681　121，887
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曳千＋百級の除つに嫉胤さ額’たじた嫉
　九五円地目額てチ　れ以及めても
　百日＿で安を　兀収まる ドぴの　の一
　四分東就と含現に入なこの家交学で般
　十相京労しめ実残に　と場賃通校あ的
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る年い等家低
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準

表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例
1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、4歳子1

》　P童』》

1級地鰻1　1線地72 2級地一1“ 2級地一2 3級地一L 3級地一2

世帯当臓の騨騰瀬銀 170，274円　　163，197円 156，玉19円 149，042円 136，965円 129，887円

157，274　　　150．197

104，600　　　99，890
52，674　　　50，307

143，119

95，190

47，929

136，042

90，480

45，562

128，965

85，770

43，195

121，887

8王，060

40，827

灘雛鋤 13，000　　　13，000 13，000 13，000 8，GOO 8，000

（注1．第2類は、冬季加算（VI区額×5／12）を含む。以下同じ。

　2，就労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る水準は、

　生活保護の基準額に控除額を加えた水準となる。
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2，夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、9歳子（小学生）、4歳子1

蹴級城灘達鱗級地幾購 瓢譲地勲鰻 撚級滋魏・ ，翼3報地諜士，｛雛13級地畿驚

襲1

欝帯当脚鋤塑叢瓢 212，743円 203，853円 194，958円 186，G68円 172，162円 163，272円

羅灘難
197，663

140，260

57，403

188，773

133，950

54，823

王79，878

127，640

52，238

170，988

121，330

49，658

162，082

115，010

47，072

153，192

108，700

44，492

2，080 2，080 2，080 2，080 2，080 2，080

13，000 13，GOO 13，000 13，000 8，000 8，000

3．老人2人世帯【72歳男、67歳女】

蜷鞭難，蕪灘

4．老人1人世帯【70歳女】

纒証級爆鱒鷺

144，873円

114，353

66，960

47，393

17，520

13，000

・ 鍍級地雛驚

140，382円

109，862

64，600

45，262

17，520

13，000

麺級雌藩纏難磐譲地鍵罐

133，457円

104，057

60，930

43，127

16，400

13，000

129，036円

99，636

58，640

40，996

16，400

13，000

窺
．
縦 也轄欝

H7，041円
93，761

54，900

38，861

15，280

8，000

窪3級地蕪馨箋

112，690円

89，410

52，680

36，730

15，280

8，000

ご㌧鶏厄ン1燃

窺級地」y纏級地一努 2級地一f 2級地二2 3級地一1 3級地一2

灘

世髄たη級低嶺活擬 1（♪4，766円 102，082円 96．96311i 94，349円 84，16川 8i，607円

灘灘欝
74，246

31，640

42，606

71，562

30，870

40，692

67，563

28，790

38，773

64，949

28，090

36，859

60，881

25，940

34，941

58，327

25，31G　－

33，017

難総礁鋤藤鎌 17，520 17，520 16，40G 16，4GG 15，28G 15，280

灘　’繕繋 13，000 13，000 13000
13，000 8000 8000

5．母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子1

鎚0歳灘鋤歳購鱗鰻生）菜乙塗歳教妻
．滋繊藍畿蜜 ．議蔽地景鴬 灘絨地織膨 繊級地鴬簸 し3劔地一撫．β絨地r2．ド

世帯当鵡樗灘購清、 193，495円 186，578円 178，080円 171，167円 157，649円 150，722円

蕪彗懸繍灘鞭る強 153，825

101，150

52，675

146，908

96，600

50，308

139，980

92，050

47，930

133，067

87，500

45，567

126，139

82，940

43，199

119，212

78，390

40，822　、鰐

訟

24，590 24，590 23020 23020 21430 21430

灘灘騰 2，080 2，080 2，080 2，080 2，080 2，080

腿 13，000 13，000 13000
13，000 8，000 8000

6，重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男　重度障審者〉】

1級地一1 工級地一2 2級地』1 2級地一2 3級地一1 3級地一一2

世帯当だり最低撫活跳 187，153円 181，67211』 174．50711」 169，1）26111 156，911円 151，43G円

　　　　　，購懸灘 121，823

74，430

47，393

116，342

71，080

45，262

110，857

67，730

43，127

lO5，376

64，380

40』，996

99，891

61，030

38，861

94，410

57，680

36，730

　　　　　　　　　　　　26，280
　　　　　　　　　　　　14，170
欝…難　　　　　11，880

26，280

14，170

11，880

2嬰，600

14，170

11，880

24，600

14，170

11，880

22，970

14，170

11，880

22，970

14，170

11，880

懸．　　　　　13，000 13，000 13000
13，000 8000 8000
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月児の魚あの者れ
を、童児
もが駁
つト扶
て八養
手歳手
当に当
の達制
受し度
給たに
資日お
格のい

る最一’児者　　辛刀　力・　児　　1鷲
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実あいわで一つの唯を結に旨並　娃除て十し　犠た時し
態っ発苑あ部たケー経論検にぴか　し　四て引　電いな
のた展　免に硬rのなを討基にえ課たこ年いき個話わが
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に昭　長度場い念このい有唯障　と局ス　行的自具委原通に変
お和ま通の合も上の普困を一害こい長のしわな主体ね則知応遷
い四な知実がの処よ及難認の者のう通実たれ運的的ら的及えに
て十　で施あ一分う率をめ連やたこ知情がた用になれ取びる対
　七力例要るとさなが来な絡寝めこをにつもが判諸た扱局べ応
課年ラ示領こしせ事低すけ手た婁とい応ての可断々権い長く、し
長度1しのとてる情い場れ段き話がかじ　で能しの限を通　た
通のテた改を保こを場合ばでりに特にて側あとて事の基知実保
知実レと正　有と勘合に日あ老っに解　別免ない情中準に施護
で施ビこに昭がを案で嫉常犠森い重釈次具　るくにでと示機の
桝要にろお和容適㎏あ　生　等て要し官体　よと即IILしす関実
示領つでい四認当rつ当活電で嫉とて通的　 うい応帯てとカざ施
しのいあて十さと社て該に話電　ない知な　改うしの　こ　の
た改て有　四れし会も地著の話重屍く及ケ　正弾つ個そろ次要
と正も　課年るな通　域し保が度　かぴ1　が力？別のの官請

う　なか法別うム限普でい断と域かかつ小の実　にカお和　こ
ノ今検えの的な工度及はるでのの？らいさ取施以向ラい五なろ
　囚討つ原事ケアの率判とそな一　判てい扱要上上1て十おで
合のがて理情1コ生は断このい般そ断はもい領のしテ’八’あ
の実な　原をスン活低しろ保場世のし当のにによたレ電年こる
次施さ妥則十にがをいがで有合帯保て該ζっおうこピ謡度れ。
官要れ当及分つ必維湖たあ壼にと有利世　いけなとのののら
通領ななぴ見い要持　いる認娃のを用帯そてる経に普普実の
知改け結次極て不すそケ漢め　均認ののれもル緯伴及及施課
の正れ論官・や僕可るの　1　　る実衡め必人以　　1かい率率要長
正嫉ばを通　　欠上世ろここ施をて要其外処ムら削がが領通
し　な導知生世でで帯　れと機失もが　の分工　除ほ80の知
いこらくに活帯あ　の例らと関す当あ講も価ア現さぽ％改は
解のな十た保のをル最えだしのる該駿成の値コ行れ100程正’
釈よ橋分ち護個よ1低建けて判こ地　等にのンの魔％摩に昭

6卯てゐ動害援め　　　 蕊　とア設るてるのい場社て等ン匿例
のえ　墾車一助ら勤象に　 にコ侵こ　こ5場合会いのに帯と

　の新保費にう及ら　　料れ　　るな課でい念次70と　状寝ル老
　2た険用使危びの　 のた　 例く長保も上官％認そかた1人

舗粧瓢辮舶　斜纏鰐輪智編言蟻　課象つてる体らが　　除動　　すムを認とさ第たれ有用老アい
　第にい収自障の認　　対車　　こエ創めしれ3なるがし人コる

響辮鉾雛獄訓こ講鶴釧警鑛鎌麟保愈
よ他に及たのる賠一のめ・にい状加控経障3自有脱『）かつぴ’　対今の償任般改る事つてに入万除費法イ1鍾力の〉

騙曝傑碧畦罐幕擬綴対懲あ銑繊離
れ援僕の障　し対般物険のらと入哉人　こ場めてづ前保ら

帥維建礁難購鮭為縦詮ε騒蟻墾
る他持に児　尾償あをにをがと控要に4一備た・険自にい
こ施に使）　 るにるセ際確経こ除経｛系年般えと事料動つる
と策要罵者　も係こッし認過ろす費る度化てこ業に車い通
かのすすの　のるとトてしセでると任のし任ろ収限損て勤

ら縮講認瓠腔遭浸灘麟募余擁㌦
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占金六年　な約約医　 一
め約億度まつ八六療最
て一円の為て＋士扶近医
い些と医い八パ助の療
嘱響影解倉鑓

のお費を
lfi．りはみ

十’約る
八保五と
　護千’
六費九平
％負百成
を担十七

人人平助の
ので成の状
七’六動況
五被年向
　保十を
七護月み
％人現る
と員在ζ

社第娃　 二正で影療め
会五　今　　運は響扶るこ
　響平回医営なを助医の
援『成の療はい芽の療よ

児三一運営題　と度合活
童六日営要で医い全は保
麟職房綴誰杳瀦
局厚社の改　助も大く、度
長生援改正　の過き　に
連雀企正　　　適言な医占

　四がす当制つ取す任対
災ある該限いな扱る意人
害教免こ地はて設い費保賠
1嚢育　と域設娃　と用険償
・f扶　 ののけ　対すと料に
惣助　な皿な対物るしに勿1
字　　　 い般い人賠もてつえ用の　よ世こ賠償の・いて
甜，金　う帯と償にで以て対
費額　留ととと係あ入儲勿
の改　意のし同る胤認焙
再正　す均てじ掛足維償
支る衡いくけし持に給　　　必をる特金　なに係
基　　　要失がにに　い要る

1二額　五たを百小い準
7千に技　　こ・二円学る額
1円つ能技㌔万喉校甦に
（2）にい修能・　一　の学つ

40局ら給準　き六一準行
v第九限　　　ヒ百万じつ
　6万度　　　げ円七てて

市行強な外理地　（2）
制政化もの化方今
度をセの都を公回地
を行　に市図共の方
創うでっでる団地自
設こきい規た体方治
すとるて模擾の自法
るが限　能　組治の
なでりそ力政織法一
《き住のが令及の部
　る民事上ヒ才旨ぴ一改
現よの務較定運部正
下う身権的都営改の
の中近限大市の正趣
社核でをき以合は旨
　（4）

中

核中
市核
又市
はの
中権
核能
市
の
市
長
そ

の
他

年制整す法れ　（1）　1
四度備る律た平　っ
月のに法及地成中い地
一葛Il関律び方六核て方
日設すの地自年市かにる施方治六制自
ら係法行自法月度　’口
施る律に治の二の　法
行部の伴法一十創
さ分ううの部九設
れカざち関一を日
発　係部改に
　平中法を正公
　成核律改す布
　七市の正るさ

の

部
改

正
に

めがじるの通査’た市ののに該す積ロ
ら百て人結学の政すと中地あ市る百三
れを得口果地結令こし核域つのこ平十
て超たでにに果に菟てとにて人菟方万

の改設示通す名
で正をさ知る通
あに盛れの法知
蒐伴りた　律r
　う込と部の地
　改んお改一方
　正だ朕正部庫
　を地　にの治
　中方中つ施法
　心自核い行の
　に治市てに一
　行法制恥伴部
　っの度でうを
　た一の既関改　も　音1∫創　に　イ系　正

し比百地勢業国　　　　　　ウ　イアでれ　（3）
て率をに調地勢なをる活周場　 を　　あば中
定）乗よ査・調お満都圏辺合当有面人資な核中

いえ数除よよにお
る　る　｛直　し　る　る　よ　い

　こ（て当人るて
　と昼得該口当越
　が夜た市を該
　要間数の当市最
　件人値常該の近
　と口に住国従の

政しおは口
令てけ’が
でのる当五
定機経該十
め能済市万
るを社を未
基有会含満
準す生むの

キ以
ロ上
メを
1有
トす
ルる
以こ
上と

ら市核・
なと市
いなの
要る要
件べ件
はき
’市

次が
の備
とえ
おな
りけ

の方会
措自的
置治・
をの経
講制済
じ度的
たを諸
も創情
の設勢
ですに
ある対
禽た応
　めす
　所る
　要地
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第4　医療扶助指定機関

　　1　医療機関指定基準

　　2　健康保険法等による診療報酬に係る承認等

　　3　健康保険法等による診療報酬に係る届出

　　4　指定施術機関及ぴ指定助燦機関

　　5　医療傑鰻施設

第5　診療報酬の審査及ぴ支払

　　　　診療報酬の審査及ぴ支払

　　　111審査、支払機関

　　　121委託契約

　　　131審査及ぴ支払の癖務処理

　　2　診療報酬の決定

　　　Ul知峯決定
　　　（2》再審査結果の確認

　　3　審査及び決定に関する注意事項

　　弓　診療報酬以外の費用の支払等

　　　（U治療材料費、施術料及ぴ眉護料等の支払

　　　121非指定医療機関に対する診療報酬支払

　　　（3｝保護が遡及決定された場合等の医療費の

　　　　支払

第6　指導及ぴ検査

　　1　指定医療機関に対する指導

　　　Ul目的
　　　（2）対象

　　　㈹内容及ぴ方法

　　　　ア　ー般指導

　　　　　イ個別指樽

　　　1の実施上の留意，点

　　2　指定医療機関に対する検査

　　　11旧的
　　　12）対象

　　　〔3，内容及ぴ方法

　　　㈲実施上の留意点

　　3　検査後の撤麗

　　　（D行政上の惜置

　　　　　ア　指定取消

　　　　　イ　戒告

　　　　　ウ　注意

　　　（2隔聞
　　　　131経済上の措置

　　4　医療保饅施設等の取扱い

第7　結核医療取扱要領

　　1　結核予防法第29条の蜆定に基づく入所命令

　　　の医学的標畑に該当する結核医療の取扱乎続

　　2　結核予防法第34条の公費負拠の対象となる

　　　結核医療の取扱手続

　　3　結核入退院取扱嬰領

第8　糟神病医療取扱要領

　　　　梢神保健法第29条の規定に基づく推置入院

　　　の嬰件に該当する繕制r病医療の取扱要領

　　2　精神傑健法第32条の公費負担の対象となる

　　　糖神病脈療の取扱手続

　　3　精神病入退院取扱要領

策9　施行期II等

別紙第1号
　　1　都道府県及ぴ指定都市本庁関係

　　　111医療係

○

○

○

O
O

従来どおり

○

○

○

○

〔1×4×5｝　○

（2×3）　x

従来どおワ

○

従来どおり

○

従来どおり

従来どおワ

従来どおり

従来どおり

従来どおり

○

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

○

○

○

○

O
O

O

o

〔110、121X

〔610、　f也8ま従

来どおり

従来どおり

qlO、121X、他

は従来どおり

　　　ア　医療扶助運営台帳、実施書類及ぴ手続

　　　　欝類の作成．整備及び保存

　　　イ　様式等の公示

　　　ウ　医療扶助の事務監査

　　　工　管内福祉事務所及ぴ町村の医療扶助運

　　　　営体制の整備及び輿施に関する必要事項

　　　　の指導及ぴ遮絡調整

　　　　オ　関係機関との連絡調竪

　　　　力　医療扶助関係統計分析

　　　　キ　医療機関等の捲定

　　　　ク　揖定底療機関に対する揃導及ぴ指導検

　　　　査
　　　　ケ　施術組合との協定締結

　　　　コ　看護料金の算定

　　　サ　医療扶助審議会の運営

　　　　シ　健康保険法等による診療報酬に係る承

　　　　認等
　　　　ス　社会保険診療報酬支払基金及び日本鉄

　　　　道共済組合との契約締結及ぴ連絡調整

　　　　セ　診療報酬の知服決定

　　　　ソ　その他医療扶助の実施に関する事項

　　　御技術吏貝

　　2　福祉耶務所関係

　　　口1査察指導員

　　　〔2）地区担当貝

　　　〔3）嘱託医

　　　（4）医療事務担当潟

別紙第2号　他法関係

　　　（nざ憂生｛呆護法関イ系

　　　　1鋤伝染痴丙’防」去『瑚｛系

　　　　131性瘤予防法関係

　　　　141らい予防法関係（ハ、ンセン病治療）

　　　　151原子爆弾被爆者の医療等に関する法律関

　　　　係
　　　　161麻薬及ぴ向精神薬取締法関係

　　　　171社会保険開係

　　　　〔81国民健康保険法関係

　　　　191老人保健法関係

　　　　⑬社会福祉関係

　　　　1助行刑機関、警察官署等煮の関係

　　　　〔の学校保健法関係

別紙第3号　治療指針・使用基準関係

別紙第4号の1　協定書案

別紙第4号の2　あん摩・マッサージの施術料金の

　　　　　　算定方法

別紙第4号の3　柔道整復師の施術料金の算定方法

男lj紙第5｛ナ　協定欝（はワ・きゅう〉案

　　別紙1　はり・きゅう給付の旭当撹程

　　別紙2　はり・きゅう給伺の施術方針

　　別紙3　はり・きゅうの施術料金の算定方法

別紙第6号看鰻料の基準

O

○

Q
O
O
Q

○

○

○

○

○

○

従来どおり

従来どおり

従来どおワ

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従釆どおり

従釆どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおリ

エにおいて○

従来どおウ

○

従来どおり

従来どキ5り

O
従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

凡例

　○…中核市の制度に鑑み、中核市に事務の移齪を行うことが適切と判

　　　断されたもの。

　×…中核市の制度に鑑みれば、中核市に事務の移観を行うべきもので

　　　あるが、組織の体制が未聾備等の実状を勘案すると移譲すること

　　　が不適切であると判断されたもの。

　従来どおり…中核市制度の創設に影響を受けず従来どおワ取扱われる

　　　　　　もの。
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（別表） 医療扶助運営要領細目一覧

医療扶助運営要領

　第1　医療扶助運憎方針

第2医療扶助運営体制

　　1　都道府県及ぴ指定都市本庁関係

　　　q厭燦係

第3

2

3

1

2

⑭技術吏貝

131精神科嘱託医

〔4｝医療扶助審齢

　ア　条例による設置

　イ　審議事項

　ウ　構成

　工　招集

　オ　審議

⑤運営台帳

（6）手続書類

171医療扶助関係様式等の公示

181本省に対する進達、連絡等

　ア　国が開設した医療機関の指定等

　イ　医療扶助の特別基準

福祉事務所関係

o腕察指導貝

〔2｝1也区左闘当其

㈹嘱託医

㈲医療事務担当者

（5｝給f・」券交付処埋割

（6）手続沓類

1の都道府県本庁に対する報告等

　町村関係

　①保護変更申請書及ぴ各給付要否意見書等

　　の受払簿の作成、整備及ぴ保存

　121各給付要否意見轡等及び診療依頼嵜の交

　　付

　131応急医療扶助の実施

　（のその他医療扶助の爽施に関する塵項

医療扶助実施方式

　医療扶助の申請

　〔1〕保・護開始申請

　（2厩呆護変更申諸青

　131各給付要否意見書又は老人保健施設療養

　　病状診査票の発行

　〔の各給付要否意見謁又は老人保健施設療養

　　病状診査票の検討及ぴ受理

　151診察料、検査料の支払

　医療扶助の決定

　111決定の際の留意箏項

　　ア　医療扶助の始期

　　イ　他法他施策の活用

　　ウ　入院等に関する都道府県本庁に対す

　　　る協議

エ　ー般入院要否判定基準

オ　老人保健施設入所要否判定基準

力訪問看護要否判定基準

キ　老人蔵」間看纒要否判定基準

11　　L量fe　and　Welfare

○

○

○

○

O

従米どおり

従来どお『）

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおリ

ア、ウ、エは

○、イは×

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どヰ∫『）

従米どおり

従来どおワ

従米どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

協議受1ナ1‡×

都道府県等の

区域外はO
従来どおウ

従来どおウ

従来どおり

従来どおり

　ク　保護施設等における医療の取扱い

〔21本人支払額の決定

13）医療扶助の変更に関する決定

141被保護暫に対する通知

㈲医療券の発行

　　ア　眠療券の殆石のlit位

　　イ匿療券のイゴ剰rセ1．

　　ウ　医療機関に対する委託

　　工　医療券の作成

　　オ　医療券の交付

　　力　医療券の修正

　　キ　医療券の補正等

3　医療扶助の継続等

4　一般診療に関する診療方針及ぴ診療報酬並

　ぴに指定医療機関の請求

5　調剤の給付

6　治療材料の給付

　111給付要否意見轡（治療材料）の発行

　（2）治療材料券の発行

　③治療材料給付方針及ぴ治療材料費

　　ア　給付方針

　　　1の国民健康保険の療養費の支給対象

　　　（イ）（力に掲げる材料については、次によ

　　　　るものとする，

　　　（ウ）特別暴準の設定

　　　イ　費川

　　　〔’りlhI上巴健康f呆険の療養’興グ）∫列による

　　　（つ特別基那の股建

　　　（ウ）〔アXイ）以外の費月1

　　〔4｝治擁列料費の硝求

7　施術の給付

　　はり・きゅう師団体との協定

　　lll拾付要否意見書の発行

　　121施術券の発石

　　（3）施術給付方針及ぴ施術料

　　　ア　給付方針

　　　イ　費用

　　　　㈲あん摩・マァサージ協定額

　　　　〔イ）柔道整復β噸協定額

　　　　（ウ〕はり・きゅう1筋定叡亘

　　（41施術料の緒求

8　看護の給付
　　U〕看護要否意見轡の発行

　　12）看誕券の発行

　　⑥看鰻給f1方針及び看護料

　　　ア給付方釧
　　　　（ア腰f’1

　　　　（の看獲の形態

　　　　（ウ）看1獲担当者の資格要f牛

　　　イ　費用

　　〔4〕看硬料の謂求

9　移送の給付
　　（D給伺要否意見沓の発行

　　121移送給付方針及ぴ移送費

　　　ア　給付方針

　　　イ　費用

10急迫保護

11医療区分等

12削除
13　非指定医療機関の診療報酬賄求

従来どおり

従来どお『）

従米どおり

従米どおり

従来どおり

従米どおり

従米どおり

従米どおり

従来どおワ

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおワ

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従来どおり

従米どおり

従来どおワ

従来どおり

Q
従米どおり

従来どおり

従来どおり

○

O
Q
O

従米どおり

従来どおり

従米どオ」り

従米どおり

従来どおり

O
Q

従米どおり

従来どおウ

従来どお『）

従来どおり

従米どおり

従来どおり
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もも務核費に務監都
ののに市　もに督市
でに関等こ行関のに
あつすにの政す特つ
毫いる移特監る例い
　ても譲例督ものて
　ののさはののう認
　み及れ’特にちめ
　設ぴる原f列限’ら

発執定当又そ及わそう及そ娃の
　行のではのぴたのちびの機

すもな管他執り他’執他指関
るのい理の行一の都行の定（こを事し中す体機道す機都以
と処務及核る的関府る闘市下
が理以び市こにが県こが又甲
でし外弛等と処都又と処は核
き又の行にが理道はが理指帯
るは事すお効し府都でし定等
も管務るい率又県道き又都一
の理のこて的はの府るは市と
としうと処な管区県事管のい
さ及ちが理事理域知務理市う
れぴ一適し務しに事のし長」

　　　（ウ）　　　　（イ）
∂請の　助が設の　監がの域護い社
一求取医及設備負居督設設が施う。（社
医に消療ぴ置費旗住等置置中設v以会
療基㎏機監しの　地にすの核がに下福

賑躍督鑓顯騒蕪琵誰
に医疋指　護
対療医定
す費療’
るの機指
報審関導
告査か
の決ら指
徴室の定

（ア）は

　　市者る護及あし保会人
施社が筈事聾びるて護福又
繋会設に務設監も利施祉は
に福置係　に督の用設法日
対祉する　つ　にさ＿人本
す法る保　い中限れ当等赤
る人施護　て核るる該一十
補等設費　の市」地保と字

イ　　　　ァたとっ会援付点　（2）
　が指もつ　めこい福護けに医
診行導のて既概ろて祉局社つ療医
療うにに指に要で一に長援い扶療
内もつ関定都をあに関通企て助扶
容のいす医道以るおす知第犠の助
及でてる療府下力1いるr五　実に
蒙あも指機県に　て事中三平施関
診る　定関知記周既務核号成にす
嘆こ中のと事究知に処市厚七関る
　蒐核取なの　徹示理に生年し部
酬　市消つ指　底しのお省四留分
の　のして定　をて特け社月意
請　市及いに　図い例る会一す
求　長ぴるよ　るるに社・日る

診療責のこ審求つ提ても　を会囲都
療に任市菟査書た出社の中交・保が道
報関を長　及に被さ会で核換険変府
酬す有が　ぴつ保れ保あ市さ診更県
明るす保　決い護た険つのれ療し知
細診る護　 定て者中診て指た幸艮た事
書療被の　をはに核療指定い酬こ娃
犠報保決　行中係市報定日こ支と
　酬護定　う核るか酬日前蒐払に審
中請者及　も市診ら支以に　基関査

’具とよ及活るぴ護も中
体さりび保事審施の核
的れ都生護務査設娃市
にて道活法を請に等
移い府保（除求対都が
譲る県護以ミにす道処
さ事等法下　 貞寸る府理
れ務が施r原す運県す
るで処行法則る営のる
搬あ理令一と裁の設こ
要免すのとし決指置と
な　る規いてに導すと
事　こ定う　関等るな
務　とに」生す及保る

が告区い　行の従で
留の域てなう立来あす条収
保徴内候調こ場に1λるの及
さ収の　　とにお　事規び
れ又指都特とおけこ務定立
ては定道にさいるれ
い立医府必れて都ら
駕入療県要発　道の
　検機知が　中府事
　査関事あ　核県務
　をにはる　市知に
　行対中場　の事つ
　うし核合　市とい
　権て市に　長同て
　限報のお　が様嬬

に入
よ検
る査
助並
産ぴ
機に
関法
等第
に五
関丑．

　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
求にぴ　のの療委払後診　金しの　る該険な員金て　た嫉定の
書係実中で市報託基に療さとて対まこ意診い会の磯診い　に審
及る。施核あ長酬の金お　し　ら覚　　象な菟見療費の審　　療こ・実当査
ぴ医の市るが請あにいた儂書社範　　聴報　意査社報莞施た並

取酬中見委会酬
に支核を員保の
係払市聴会険額
る基のか又診の
契金市なは療決
約と長けF特報定
をのはれ別酬に
締間社ば審支当
結で会な査払た
す当保ら委基つ

体つぴ
制てに
のは診
整’療
備中報
に核酬
配市の
意の額
さ市の
れ長決
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整しと多つ（執にかす的が又た助
備てし数し当行お一るに都はり、の

　　　　　　　イ　　　　アに　　　　　　　　　　オ
で所模な祉当は　な理にそ　移なで協の既務に一酬規　と審核
きと　い事で管r事しわのr譲おあ定ににをつ二＿定生と査市
る市実中務な理中務及た他都す　るしつ都行い五昭に活な機の
体本施核所いし核でびりの道る医こたい道うて号和よ保つ関市
制庁機市を事及市あ執一機府に療菟もて府もも）三る護たに長
がと関が一務び等る行体関県当扶　のは県の　の十診法こ対が

さのて想か分すい
れ機の定設のるて
る能福さ置間こ処
まを祉れしはと理
で分事るて’がし
は離務たい福適又

こ処道都
と理府道
がし県府
効又の県
率は区知
的管域事

事
務
を
中
核
市

と　’

み中事す核六年方五
な核がる市項厚針二
さ市協このに生及条
れの定蒐市よ省び第
る市し　畏る告診二
も長たまが協示療項
のがも農事定第報の

　　　　　　　　　　　　　　た通　（3）

盤・馨・騎盤塾離正に医　社い医　社い医　乙kを　改以
っ療　保て療　保て療　発昭改　正下
い扶　第旨扶　第丈扶　第和正　をの
て助　五昭助　七昭助　四二す　行関
一の　九和受　二和受　九十る　つ連

知と中第四療第菟し指

を営　たいと
参要検
照領討
さ細結
れ目果
た一に
兇覧つ
　（い
　別て
　表は
　）医
　の療
　備扶
　考助
　欄運

て定
提す
出る
さ医
れ療
る費
この

。ているば移
移つ対福譲
譲た応祉で
の観等事き
適点）務な

　かで所い
不らあかよ
適個るらう
の々かのな
検の一協事

　　　議獲
を務　に

イ予　1こ　　　桑寸　f列

　っつ　すえ

劉

第いよ　年日よ保昭種の　五疑よ　四

袋肇講離議機旦醜旦
号平療　三検療一十給等　 日っ療　 日

）成扶　十に扶三九付に　社い扶　社
　元助　一つ助号年の関　保て助　保
　年の　日いの）十取す　第」響運　第

　身　　東
　体　　京　施障　 、所都

　設害　　 目

　長者　 畏黒

　療　　区
　護　　福
　施　　祉
　設　　事
　　r　　務神　清松　所板
田　松浦　　山
　園い　」づ 　質
均　　 み　　 治

　全　　 厚

　国　　生
理社　 首術
　会　席社水
事福　 生会脈
　祉　活・執
　協　保援筆
　議　護穫者
　会　監局o　　査監順　　長官査否
　　橋指回
　　　嚢
　　茂
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導　 さ題果各実知三て
監平れ等等年施に十綾生
査成てをに度要お六　活方 ヒい踏児ご領い号平保
針：｛F有まらとがて厚成護
等度　えれに定　生六法
にに
つお
いけ
てる
は生
　活
本保

三指

たる保め監省年施
指lllll護ら査祉三行
導度のれ要会月事
監運動て綱’三簗
査営向い及援日監
ノ∫L　胤ぴ護社査
針の監　監．局援に
が諸査ま査長監っ
ポ問結桑の通第い

にとつ号藍に課府月
つこて厚　お長県一
いろ具生三い会・日
てで体省月て言義指及
説あ的祉二　　定ぴ
明るな会十そ生都二
すカ1取・二の活rb｝1
免　り援日内保社に
　以扱護社容護会開
　下い局援奎関福催　　力f　長　留£　ノ∫く　イ系　ヤII：　さ

　そ示通第す係関れ
　のさ知三と長係た
　概れを 1・と会主都
　要たも三も議管道

グ）　！既　　L　別　カゴ　部　　単　何1　　　　一

多帯漢にうの位向最
様等　みか実でで近基
なで高るが施み推の本
二占齢とわ機る移保方
「め者被れ関とし護針
ズら世保胤に大て動
をれ帯護　お都い向
抱て　世まい市る嫉
えお傷帯なて部カミ
る　病の　はを　ほ
匿　 ・九世増中実ぼ
帯こ障○帯加心施横
にれ害％類傾に機ば
対ら者以型向一関い

実’層のカiい’ら
態あの把　宍制尺
のる者握新だ度
把いに・規いの指
饗噂璃鄭整盤
不訪るがケるな査
十問病不1状運結
分調状十ス況営果
等査把愛にはに等
多に握　お認向か
くよが稼けめけら
のる不働るらてみ

生十年資れ努るあ把％ぴ以をす橘分齢産る力とさゑ握強稼 ヒみまる
及と働をるな処
ぴな収占と　遇
躰っ入め傷保の
労てのる病護充
指お増一にの実
導ワ、に友よ開力f
の　よ　る始重
徹引る傷開・要
底き廃病始廃で
が続止のが止あ
重きが治八のゑ
要病四癒○状
で状○及％況

　　社平
　　会成

　　需度
　　　轟　　祉覆の

舎査
援方
驚針

課
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う着に県及定た七　しの査てと模護　いきさ果生おたよやた問
配眼対・び都つ年以て現察はとの世一て生れかしいなる各事題

騨謹劔筋凝翻難麟鞭欝窓系涙鐸臓
いに個都点行　生よい験員害1事が保配護る同1に況受金あめ
た蟹別市一う別齋う奄がにカケ務一穫慮のこ様　三に給のるら
兇意指が及指紙保な　なつ毎1所○率す適との会三あが無とれ

甥蝋記灘鞍窮纏鎚魏搬募駿鱗鱒
蕪難離鋼籍親縢勝髄彗護歪赴過慧

　施事医r主府監く　合生て1つ満伴あ推　いの受五て小稼
譲灘野餌鱒雛認謄鯉膳鎮騨客糖

　よぴ関府項指当成　加護　いる規保　つ続摘結発に絶に入れ

護」買生　　ア⑭性　　　　　　活　面　底　に

を相保実接
的談護態相
確をの等談
に通受を業
判じ給十務
断て要分嫉
」そ件聴
　のに取来
ま世つ緊訪
な帯い　の
　のて法目
必要説のll包
要保明趣

お保保
け護護
るのの
助相適
言談正
指・実
導申施
及請の
び・推
調開進
査始
の段
徹階

主
眼
事
項
等

二　 に問是は長嫉点努是き因題管残て
　　指題正特等　をめ正問を点内　はへ
　　導点改別の必多る改題掌をの各　　すに善指参要く必善点握生保実画ζ
　　る応の導画に抱要さに㎏じ護施一指
　　必じ進監の応えがせつ　さ動機胸導
　　要て行査もじるあるい具せ1句関　監
　　が重管をと指実亀よて体て及に平査
　　あ点理実1モ導施、う適的いびお板の
　　灸的を施　監機さな切にる地け的実
　　　か行」特査関ら備に取根域ゑな施
　　　つっ　別にに侵導勉り本特実監に
　　　継な本監本対　援茜組的性施査霜
　　　続く庁査庁し聞助緊むな等体をた
　　　的　が又課て題に　べ要問制避つ

　イ組断じ　巽能状意り嘆を慮関不な面口の間窮　あ保援施に
の織会たな力力把書の確す係安対接を力題とま奄護助策応
推保的議ケ置あな渥の徹病認る機を応禦訪でやいな　のすのじ
進護なに1　免ど　適底吠すと関取と談れは精う　　実る活て

受判諮ス要
給断るに否
中をなつ判
に行どい定
おう実てに
け必施僕際
る要機　 し

指が関ケ疑
導あと1義援奄しスが
助　て診生

の扶切に　るとのり相にる解神問来
調養な努収たも活除談当方決的題訪
査義徴搬へ戦に用く内た々困なの者
の務取　　　　なた容つが難不みの
徹者及調資生保どめをて多な安な多
底にぴ査産活護助の十撲いたをらく
に対関に等摩の言他分　こめ抱ずは
努す係必の　受指法引懇とに煮健生
める糞要聞家給導他き切か相　康活
る扶　なき族要に施出丁ら談自面の
必養病同取構件配筆し寧　窓らの困

施た用資
上め等曜
極のに
めもつ稼
てのい働
重でて能
要あ適
なぞλ切
業　に他
務生指法
で活導他

訪導にが見がをケ具　　　（イ）が達否　入係妥提期行おの　　（ア）

雛歌醗願解徽捜懸越継轡駿．繍懸権
度する　をしとのなの動の1　よそ　に査をれ徴との　護　利
をる稼特行たと状処ケ等樹ス
高ケ働儂う場も況遇1の立の
峻1能　占合にに方ス推≧実
　ス力稼っに　応針の進計態
訪にの働指はケじを実
問つ活年導適1た樹態
格い用齢す時ス訪立に
付て等層る適の問さ即
の僕にの必切実格竺し見　　　才旨　者　要　な　態　f寸　　　た

画に
的即
なし
訪た
問処
調遇

りの各努等検た取も活義者収’
適状種めを討申を侵用務に入義
切況年る行緊告行　にに対の務
にを金必う　書っ収よつし把の
把関等要な必はよ入りい生握周
握係のがど要，そう申周て活
す部受あ適にの指告知保保
る局給奄正応内導書徹護護
必との　なじ容」の底の制
要の可　収関の　定をし度

知
徹
底
及
び
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が　行助よ貴なに稼握て年るいたで一少　　ウ
少まう畏り　者つ働　嫉齢実まつあ部し稼底　 あめかつをを直

欝総難駿難訪縢穫鶴理驚屍雲殆軽些
謙翻欝鴇舗騨灘勝採懸簾あ鎚鮭欝働かす積の所は検無問査対らと力か嬬るの　層　措に遇齢もす
能らる極徹へ求討な等にすれ保をわ　粧者　に　置応の者監る
力財必的底の職」どによる奄護十らな　の　対　をじ充等　な
鰭票縮職就雛鱗。魏傭講茗準酵蓬鮭
書独灘離留簸騎舳赫篠導忌趨難蟷
用時　助自等の可能調態た稼てしに可スは　の　要を観帯1徹
し間　を立に報能性糞把つ働いなわ能の減　徹　が高点にズ底

　にし機査に収適時係度　例及分調ら小種　工行導るもにじて
　対て関につ入時はるのしがぴで査ケ申年不　っをよ駿よ鶉い
・く応はのよい申そ勿届決た少申あに1告童正不よ行う　り労な
　す文指るて告の鹸出定がな告つよスに　受正うう指就実先い
不る書示内は内周　ににつく内たるのよ保給受指な導労態又者
正必指に容説容知継つ必てな容駿生内る険の給導ど㎏日をはに
受要爪従審明に徹続い要　塊の　活容も金多防す積　数的課対
鰭難事繰馨籏縫獣灘雑舗を離購讐妄
発乾施い徹鞭の図ス　匿の　が申の討あ無稼策要なに間把のは
生　すケ底　あるに保　要　不告把する申働のが就応を掻関’
し　る1」関る・とつ護収否　十書握るカf告収推あ労じ増す係必
た　等ス　係ケといの入及　分のがと　又入進ゑ指転加る先要
場　厳に実先1もて開等ぴ　な徴不訪こは　　　導職さと調に
合　正対施調ス礁も始に程　事取十問れ過各　　を指せと査応

障訪この1畳でな　問　 と　悪　ノレ　　　特　高　季屋

く調の化依あに齢
営査な等存る単者
まをいに症い身世
れ通よよ者はも艦
てじうり等精し
いくケ不に神く傷
る　1測つ疾は病
怠日スのい患夫・
　常の事て煮婦障づ生定態娃　の害
力1活期を　アみ者
　が的招病ルの世
親支なく状コ世帯

アいに事な認1アめ齢　　⇔
　指っ項二めスルら煮近の
生導いに1らがコれ　年充要
活援て留ズれ顕1て傷　実援・
実助十意をる在ルお病保　護
態を分」有。化依厭・護　世
と行配　しこし存　障受　帯
二う慮関てれて症ま害給　に
1必し連いらき等な者者　対
ズ要た諸るのての　等の　す
のがき施の世い処精に大　る
的あめ策で帯る遇神よ部　指
確ゑのの　は実困疾つ分　導
雍禦矯盗毒繁攣爆焦誘

あ給り分に
奄防組析犠
　止みを
　対状行そ
　策況陵の
　のを　発
　推報是生
　進告正経

疑難
　めるの発
　る等た生
　必不め要
　要正の因
　が受取の

る助帯あきへに等害保る施握　イる健療等諸ビホ者　駕帯は族
たの等奄めの応関者健担策をケ　必諸ケのサス1世ま　の行’
噂駈糖顯1野糊慰赫黙幕壌雌な藷馨
民さ」獲いや係関員精局活えの体あの社にスのルつ高　実て委
生し’　　指同者と　神は用　生制有必会つの利パい齢　態い員
委の緊ひ導行にの民保もを福活の　要適い必用1て者　をる
騎勧嚇磯萎轍駿欝鶴確蓑環蝶欝薩
あれに暮ををスを員談り、た策と　　つた　　宅遣療　　す　住
るる速ら行求診図　最　峻　二　　いめ継精福　養傷　る常民
いよやしうめ断獣医　保　精1　　ての続神祉デの病　必にと
はうか老必る会　療身健所神ズ　　把精的疾にイ要・　要当の
近にに人要な議必機体所管保の　　握神な患係サ賢障　が該交
隣す援世がく等要関障　す健把　　す保医者る1　害　あ世流

L犀feandWelfare・18



こ財垂屋意て療と療ト
れ労の見王養も期点こ
にの與を治実礁問検の
基可　聴医態　　にた
づ否生く訪等訪通よ鞭き　等　才舌　な　問　を　問　院　り

個に指と1ま把調状病縦
別つ尊　た握査況名覧
具い　病は」等等　点
体て療状嘱　にを診検
的十養を託必伽よ把療等
な分指的医要り握日の
処検導確かに在す難レ
遇討及にら応宅る　セ
方咲び把のじのと受プ

ゑ把て病る病ら助ア（…）
　握の状費状ケを
　にみ等　等1受被医
欠にの一をス給保療
けよ把部的のし護扶
てり握の確処て世助
い処が実に遇い帯の
る理単施把にるの適
実さに機握当こ大正
態れ本関すたと部運
が　入にるつか分営
認客のお必てらがの
め観申い要は　医確
ら的してが常こ療保
れな立はあにれ扶

免うらたると住
　な安め引も民
　支心のき礁と
　援し理取　の
　体て解朕扶協
　制日を　養力
　を常求も義体
笠総糟禦

　すがなは等く
　る営く施のり
　必ま　設親を
　要れ日入族行
　力ごる頃戸斤にう
　あよかのよと

ら

の
実
施
機
関
に

対
し
て

は

　ら問依い比のる要　　（叫
これ題然嫉べ結必因保導
れ亀がと　て果要の護の実

認し社非’の分世徹施
めて会常文あ析帯底機
ら制的に書るにカご
れ度経高指実よ増
る運済い摘施る加
実営的実率機対傾
施上事施が関応向
機ま情機全　策に
関だ等関国指をあ
が多に　平導検り
言忍くよあ土勾監討増
めのりると査す加

関
の
問
題
点
に

応
じ
た

指

を等歳て施導イる施るて護　を針
期の　把機及　必策と娃のま期貯
す傾指握関び指要 のと　給たす仏
る向定しに検定が活も適付　るて
必等医た対査医あ用侵正及医必
要を療医すに療胤に　なぴ療要適
が踏機療るあ機
あま関扶指た関
奄疫ご助導つに
　　と運監て対
　指の営査嫉す
　導医上等　る
　の療のを管個
　実給問通下別
　効付題じ実指

も健つ給給
十　7去　い　付　者

分等て等に
指他指に係
導法導つる
す他すい看

つ精実移扶が切
い神施送助あな
て保にの受免指

導
援
助
の

徹
底

雄郁ま蠣韓響籍綬生ア（均
魁窮賢桂だ難耀董勲翻羅
さ動十間日が体興　だ恵もを娃護的的
れに分に常重と　幹運　に理　のなな
る伴配格業要なケ部営対実事生適運運
こ瓶慮差務でつ1職方処施者活正営営
と　さがのあてス員針方機等保な管管
簿舞糀螺7豚婁票竿難魔募携
よのとるに　的力と事具取分営を推推
り未とこ当　に1よ業体り理実確進進
業経もとた　取等駿計的組解施保
務験礁がつ　り全　画にむさ上す

る｛固改点1兄暴車度的実
必別善を等力保監特施
要事計掌を団有査性体
が情画握踏関ケ結及制
あにの』ま係1果ぴ奄応策　礼ケスに保管
　じ定そ　 1によ護内
　たなの取ス対るのの
　指ζ要りにす指実保
　導　 因組対る崩商施護
　の実のむす指事に郵
　徹施解べる導項係向
　底機析き指状　る
　を関及問導況自前地
　図のぴ題状　動年域

な遇の
い及確
よぴ保
う事
査務
察処
指理
導等
員に

支ウる機訪及ケぴに実が配て査指のでワ適イに極修等導に
障ケ　必能問ぴ1ケよ施あ置い察導専あr切被　努的やにす支
を1実緊のを処ス1る機資とる指が門り、カに保査めにケ対る障

湯灘難齢錨糧毅灘簾旙馨灘観撞笈さ処制ゑ強的難力査調おにの　能て面の指す帯導うし事はがぽ
化にケ1を査い問向適の重かた導る等機指’例実あす
を行rに徹活て題上切充要らめ援たの能導職の務有こ
図うス対底動娃点にな実でのに助め多のす員研を　と
るなにすすの　を配査があ適はのに様充るの究中特の
櫨享鍵糠縛籍灘糠奏墜穫欝羅黙
麟罐轟鍵講誓耀㌶微鵜筆匙紺
す導行導礁及員る要のれら・員要スに　灸上積研者指
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　判総ケる職に計対　よ別　　三
脾観離き瞳融糠点指
がるに検聴ら事指施事施示七　導
つ目検討聖保前導機項すす年　監
く安証等護検監関及る主度査　をしをさの討査のぴこ眼に　の
実定’通ら運並の運着と事お
施めそ咲に営ぴ事営眼と項け
機たの　個状に前方点し及る
関も実具別況所提針媛発び指

稗締惟難婆各灘
対あ準かス関幹料事監　点査
す有をつのす部等業査　に嫉

主
眼
事
項
及
び
蒲
眼

るしる指向確　る接応置ケ

蕪墳騨離蕪暴が員の　るる　が体任めワ
あ配なケ実た生あ制闘さ1
奄置い1施め活灸の接せカ

によス機’保
つうワ関被護
い保！に保の
て護力お護適
特動rい者正
に向がてのな
配を不は増実
慮加足査加施
す昧す察傾を

確相る1
保談と等
に貴との
つのも適
い配1モ正
て置　 な

指な必職
導ど要員
す面に配

査
の
実
施
方
式

日嘆翻平項四
　　　罐魏
　　　意査す年
　　　し媛る度
　　　て　管の
　　　実前下都
　　　施述実道
　　　すの施府
　　　るほ機県
　　　必カミ関・
　　　要　に指
　　　が次対定
　　　あのす都

指
導
監
査
に

当
た

つ

て

の
留
意
事

竜し水点　すす別
　て準になる王指ま
　差につ霞こ眼導な
　し応い　と事に
　支じてこと項づ指
　えて嫉のさ及い定
　な適　主れびて医
　い宜各眼㌃着娃療
　こ追実事　眼　機

と加施項
とま機お
さた闘よ
れはのび
て削実着
い除施眼

点別関
に紙に
よ第対
り二す
実にる
施示個

竜層を握のとごのる
　の具し問なとこ指
　向体て題く、のと導
　上的　の　間を監
　にに所発総題念査
　努指要生合点頭に
　め示のし的のに当
　る」是たな把置た
　こ　正要分握ミつ
　と実ま因析に　て
　が施たををと単は
　重水は的行どに’
　要準改衝崔レミま蚤こ
　での蕩に　る事れ　あ一彙把そこ項ら

⑤　④　③
　ケ　す　ス
前1暴る高年スカケ齢
度を団1者監対関ス等
査象係
にと者
おす等
　奄ケ
、＿『
指　ス
摘　（
し　全

多
様
な

1
ズ

を
有

新
規
開
始
後

年
未
満
の
ケ1

　　　にけうた実関　地原務実　一アか監問各年
②①把多とつ施のまに則全施一つ査題実度指
　ス　握⊆とてす全な年と般機般一効日点施の導
　　稼す行も娃るケ　ーしに関監般果程等機指監
　　働る堅硬　こ1ケ回てっに査監的にに関導査
　　年よ　　次とス1実全いおは査にも応の監娃
　　齢うケ実のとのス施実てけ年　実十じ実査
　　層努1地ケ」概検す施行る間　施分て施結保
　　のめス調1　ね討る機っ生の　す配　水果護
　　者るの査スそ一は必関も活計 る慮監準等の
　　纏憲題窪製護豪鋳2毯磨裳セ雍違藷碧
　　るがをき点定目実あセあ行基　が重の営ま及
　　ケあ的ゑにに途施ゑ　り、政づ　 あ点編上裂び
　　1灸確だ行当に機　実　事ミ　有的嘆の　前

当　画
初都
に道監
そ府査
の県輿
年及施
度び計
の指画
監定の
査都樹
の市立
実は等
施毎
計年
画度

必接監要も　口
要そ査なつ監
がのに問て査監
あ指当題編班査
菟揮たが成嫉班
　につ予す　の
　当て想る監編
　た嫉さも査成
　る　れの吏
　よ主ると員
　う管実阪二
　配課施　名
　意長機特以
　すが関に上
　る直の重を

効つ　施総てす　ウ必実保特　イ
果いなす数実る特　要施護定特
的て哉るの施必別特が機動の別特た
に曝　 も約セ要指別あ関向事・監別ケ
実　監の二　が導指竜に等項査監1
施あ査と割こあ監導　対にには査ス

必じ事
要め務
が国所
あにの
胤協選
　議定
　しに

すら対すにのる査監
るか象免つ場実は査

い合施’
ての機重
重ケ関点
点1を的
的ス選に
に検定指
実討し導

し特問’
重異題実
点なが施
的傾あ機
に向る関
実を場に
施示合お
すし及い
るたびて

の
う
ち

未
措
置
ケ

『

ス
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　　　11）　1調芦階喫　実
査　 に硝保施保
の指お　護の護
徹導け開の推の
底及る始季II進適
　び助段礎　1昼

　〔6）　（5）

発　員　力こ
　保ま狽
　護で談
　申決内
　請裁餐
　書さ
　のれ指
叢耀

　及る果
　ぴカ1が
　保　面
　護　磐
　金　記
　品　讐

の
支
給
は

迅
速
に

行
わ

れ
て

る

等
に

記
録
さ

痕

所
長
等
幹
部
臓

（41　（3）　121　　ω1
　さ　 る　 いよ
他れ生権保るう保面
法て活利護麓十護接
他い腫’の
鑛　る　義開
　か職務始
　o 騰の時

　周に
病知r歴徹保
　底護
家はの
庭図し
環らお
填れり
　て一
地いの
域る配
あ力確
関　 に

蜂義
は

的　 法

確　 律

に　集
把　 足

握　 め

分の相
説受談
明給時
さ要に
薮儲
ll齢
内の切
容趣な
に旨対
応岐応
じ　 と

講霧
切護処
丁者理
寧に
な正
対し
応く
が理．

行解
わさ
れれ
てる

別
紙

都
道
府
県

指
定
都
市
が
行
う
指
導
監
査

の
主
眼
事
項
及
び
瀞
眼
点

文実各　　（鋤
書’地実指の
をに施導確監
も講機監認査
つ評関査　結
てのごの　果
通渠と実　の
知　の施　通
㎏帰間に　知
　庁題当　及
是後点た　び
填速につ　是
　やつて　 正

改かい犠改善にて　　善

い定向たにをを
て峻等間お策樹
十　を題い定立
分計勘点てすす
留画案及実るる
恵；白勺しび■1施1こ必・

すかて最し当要
るつ監近たたが
必効査に監つあ
要果のお査てり、
が的主け結は
あ実眼る果　実
胤施事保に前施
　に項護現年計
　つを動れ度画

善必期対　必施事も改は　に状　要　限　す　さ　要　さ　工頁　にモ　善　具　ま　ヂ

況にをるらがせに　方体な
を応付是にあるつ当策的　て
確じし正　有ない該にに改報
認係て改指　どて年つ行善告
す員報善摘　実は度いっをを
るを告結を　効年中てと要求
必派さ果行　あ次にもとすめ
要遣せにつ　る計解指もるる
がしるつた　指画決導に事必
あてとい問　導にがす　項要
るそとて題　をよ困る併のが
　のも娃点　行り難とせ指あ
　改虞　に　う実なとて摘資

　　（21
援に
助お保
のけ護
惟る受
進指給
　導吋r

適　 1
切被
な保権
指護不11
導者
がの義
行権務
わ手Ilの
れ　周
て義知
い務徹
るに底
発つ

　て

　傑
　護
　の
　し
　お
　り
　等
　に
　よ
　り、

　適
　時

　12）

つ　カ：
い郡

礫
聾
の務
撰　所
　に

輔
雛
縮
繕
鰹
　謀

　讐

　華

　竈

　響

　（113
談

阪関関ヌ・

婦鞭髪
人局関
醍民鰺
所生のな
康貧璽
機保　蹴
関興　力
等酸　行
と　　わ
の身　れ
連体　て

鰐豪
縫
號
究所

職
る相

オ

別
世
帯
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
と
し

て

。認
定
さ

れ
て

い
る

者
に

の

指必
導要
はに
行応

焙
礎
聯
　更

　の

　　　　　　　　〔3）　（2　エ　ウ　イ　　ア　等
調　適　度　た所　扶が病病
停扶切扶の扶め　扶養活状状
又養に養扶養の世養義胴等把
響聾磐霧蒙霧獲叢霧叢え濡塚
判調れ照期者能嘆者行て確状
の査て会待がカ　ーのいに渦
申のいにで管調職特指る把
妾策塾翌薫安書諜捲嚢力嘩
にを　てとは行の別況　れ
つ踏　未き近わ生母　　て
いま　回に隣れ活子　　い
て礼　答嫉のて実世　　る

と　市い態帯
な実町る及璽

濃力簾
　査住　　びるさし　資転
ケれて　産出
1てお　等し
スいり．　をた
のる　　把子
簸力塘準あ
は　程　 る居

カこ

ま

な

必
要
に

応
じ
検
診
命
令

　ウ
に

周法
知第
さ63
れ条
てを
い適
る用
力こセ

　保
　護
　を
　1芽1

　始
　し
　た
　場

　峡
閣文

　書
　に
　よ
　ウ
　本
　人

　　　　　（1）
　イ　　　　ア
取　　　資動　 資

耀委難辮
て要　にvののい件関基及申把
塾姦錐筈破薯嚢
　認調十入　況
　す査分鬼毒
　る等審　産　たに査暑申
　めよさ＿告
　のつれ稼書
　調てて働酪
　霞誓惣慧
　必さカこ’咲
　要墾墾預
　ない　等貯
　同る　）食

蕃力こ肉生

　が　　容命
　適　 娃保
　切　　 険
　に　　糞
　徴　　 証自

2

開
始
時
に

お

け
る

澗
査
の
徹
底
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　　　　　　イ
の調画のた実
推査的樹処態ケ
進活な立遇に1
繍、汁魏あ

　　　ア
収底務
入及の権
のぴ周零ll
把資知
握産徹義

鍵
儲
羅力ξ

瞥
　籠

　径

　羅

　荒

　三

　蓼

　　　12）　　　　（1）1
組　れ　 なの　が
織まて処もケま的ケ処
鯉な客響2或勺舘募
離力こ纏鋪竪蕪
繍ケ破蝋鰹て難　！るぴ1て即いな　スカ1狂ズいし
るケ　の　宅をるて
カこ1　案　福担牟世

ス

等
に

つ

て

は

ケ

『
ス

診
断

i議

で

態
の
変
化
に

即
し
て

適
切
に

見
直
し

が
な
さ

殺
踊
謹
麟
擁
鷺
ゑ僕

麟1

帯
王
及
ぴ
世

員
に

つ
い

て

の
処
遇
ゐ
釘

　（41　　　　　　　131　　　　　12）　　　　　ω2れ
れ　ウ　　　イア　　イ　ア　イ　　ア　　てま
馨賠蒲癸縫癸鞭欝凝難難疑蕪

疑恐讐雛顯臨蠣鱗難　能把的受係資取金に明れに　導にさ

じ

適
切
に

実
施
さ

カこ算ぎ額
　のれ岐
　対て
　象ヤ、社

毒巌
　つ。険

の

収
入

の
把
握

容
審
査

稼
1助

口

そ

の

際

給
』ノ

証

づ丁

わ

れ
て

る

か

奥
容
は

関
係
先

帯
構
成

収
入
等
の
変
動
に

件
フ

届
出
義
務
の
周
知
徹
底

が
図
ら

　　　13）
導ス者
援にの稼
助対い働
のする年

魏磯
121　（D
　れ
　て就
，丙い労
をる阻
理松轡
由　要
に

し
て

な

者

の
て墾

病
の

稚
魔

就
労

寄
奪
に

因
が
的
確
に

把
握
さ

れ

必
要
な
指
導
援
助
が
適
切
に
行
わ

1

就
労
阻
轡
要
因

の
把
握

か　調いに
。早査ケわ
　期結1た　に果スっ
　ケ嫉はて
　1　な来　萎糞い所
　記察なに
　録指　よ

瞳藷　確等　接
　にに　が
　紀速　続
　鍬や　き
　さか　訪
　匙に　問
　　報　調　そ告　査

騨蕩
　決い　が

難蔓

　　171　⑥　　　　⑤　　14）　　〔31

て　てるる指鋭1二いま訪い長力：ま等面’尊1珪サま目
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外　に　験
の　よ　者
業　つ　等
務　て　で
を　ケ
霧　　1　適　　ス　 切

し　の　な
て　処　助
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　　い
入看る長
院護力こ期
磐　給　入
　付　院
　　　、日の
用取　長
品扱　期

灘1
扱切　 に

いに　対
嫉行　す
　わ　 る

適れ　療
切て　養
にい　難
行る　導
わカ：　1蒸
れ

て　　通
い　　 切

る　　 に

か　　行
　　　わ
　　　れ
　　　て

か
（4｝（3）（2｝U）2く3｝（2》　（1｝1

　　　　　　　理。診診医保医糟診解生医
療療魎護療神療さ活療
内録　の扶保報れ保扶
容の看実助健酬て護助
鑛繋難鞍購・
てぴ医とに法は
辱保療の対の適
医存従協す取切
療嫉事力る扱に
要　者僕適い行
否適嫉　切にわ
意切　四なつれ
見に確滑処いて
書行保に遇てい
はわさ行確配る
騨装轍糞力こ

盤解況蕊
載　 力：　る

さ　　　　か
れ
て

る

纏、憂灘躍

欝雛蓼二
確る助　 着都
保雛撒道　　　　点府
　　　　　県
　　　　　指
　　　　　定
　　　　　都
　　　　　市
　　　　　が
　　　　　行
　　　事　う
髄謬指
譲糠毒
　療況　　機
　扶
　助　　　閲
　に　　　　に
　関　　　対　す　懸　す
　る　　　る　事
　務　　　個
　取　　　別
　扱　纒　指
　い　　　導　が　　　　　の　十
　分　　　主
　　　　　眼

12）

特

給

れ
て

る
か
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